

















































サイクルおよびTCAサイクルのバイパス経路である y-aminobutyra te (GABA)シャントを構成する遺伝子の
発現を上昇させることが示された。さらなる解析により、本菌が低酸素条件下でエタノール発酵および乳酸
発酵により NADHの再酸化およびエネルギーを獲得し、 GABAシャントにより NADHの過剰な蓄積を回避




























本研究では、低酸素条件下では、 A nidu/aJ7sの細胞内に NAD(p) Hが蓄積すること、酸化ストレス条件
下では、 NmrAがNADP+を識別することによって生体機能を調節することをもりめて克出した D また、本研
究によって、ピリジンヌクレオチドの酸化還元状態による A nidulansの低酸素・酸化ストレスを理解する
ことが可能となった。さらに、 A.nidulallsがピリジンヌクレオチドの酸化還元状態を感知し、転写および代
謝を制御することで外界の環境変化に適応する機構を持つことがはじめて示され、糸状菌の新たな代謝研究
の礎を築いた点で高く評価できる。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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